
題 名 令和５年度あま市給食における食物アレルギー対応検討委員会議事録 

日 時 令和 6年１月３１日(水) 午後 1時 30 分～午後 2時 25 分 

開 催 場 所 あま市役所 2 階 Ｅ会議室 

出 席 委 員 

( 学 校 関 係 者 )  横井 三千代 

( 学 校 関 係 者 )  横田 葉純 

( 医 療 関 係 者 ) 原  修二 

( 消 防 機 関 関 係 者 )  青山 致晴 

(教 育 委 員 会 関 係 者 ) 鎌倉 崇志 

( 保 育 園 関 係 者 )  山本 正子 

欠 席 委 員 近藤委員、河橋委員 

事 務 局 

( 学 校 教 育 課 )  寺澤 直樹 

( 学 校 教 育 課 )  後藤 好和 

( 学 校 教 育 課 )  重本 猛志 

傍 聴 人 なし 

議   題 

1. 令和元年度学校給食における食物アレルギー申請者数について 

・・・・・資料① 

2. あま市給食における食物アレルギー対応マニュアル(案)の修正について     

・・・・・資料② 

3. あま市新学校給食センターの施設見学について  

・・・・・資料③ 

会議の経過                  【開会時刻：午後 1時 30 分】 

 

1. 委員の紹介 

出席者挨拶 

2. 委員長・副委員長の選出について 

 (事務局案) 

委員長 鎌倉委員、副委員長 山本正子委員 

委員からの質疑、ご意見等なし 

 承認 

 

【委員長】 議題 1「あま市のアレルギーの現状(学校・保育園)について 

事務局説明お願いします。 



【事務局】 資料①-1 

「児童生徒数における学校給食での対応が必要な児童生徒の割合」の説明 

資料①-2 

「あま市小中学校における食物アレルギー対応申請者数」の説明 

資料①-3 

「あま市保育園における食物アレルギー対応申請者数」の説明 

【委員長】 ただいまの説明に対して、質疑・意見はございませんか。 

【委員】 表の 7 品目以外にアレルギーの多いものはありますか。 

【事務局】 最近、果物のアレルギーが増加傾向にあります。原因として児童生徒が特定の花粉

にアレルギーがある場合、食物アレルギーを合併しやすくなる、ということがわか

ってきています。（例）カバノキ科→もも、サクランボ、キウイフルーツなど。 

イネ科→メロン、すいか、オレンジ、ピーナツなど 

木の実類の増加も見受けられます。 

【委員長】 次に議題 2「あま市給食における食物アレルギー対応マニュアルの修正」について 

事務局説明お願いします。 

【事務局】 資料② 

「あま市給食における食物アレルギー対応マニュアル」について説明 

【委員長】 ただいまの説明に対して、質疑・意見はございませんか。 

【委員】 保育園ですが、発達障害の園児も増えてきて、豆乳のみ控えれば他は大丈夫と医師

からは言われていて、家では豆腐を食べているが、保育園の給食は市の方針で食べ

るか食べないかなので、対応は難しい。 

【事務局】 その通りの対応となります。 

【委員】 大豆の場合、みそ、しょうゆはどうなっていますか 

【事務局】 除外となっています。 

【委員長】 次に、議題 3「エピペン使用事例及びヒヤリハット報告事例」について 

事務局説明お願いします。 

【事務局】 資料③-1 

「令和 4 年度愛知県内のエピペン使用事例」 

資料③-2 

「令和 5年度食物アレルギー対応におけるヒヤリハット事例」 

について説明 

【委員長】 ただいまの説明に対して、質疑・意見はございませんか。 

【委員】 消防の立場から、緊急時の対応について食物アレルギーの症状が現れたら、事前に

決められた役割分担で対応するのがよいと思います。薬の服用、エピペンの使用す

るタイミング等、学校教諭、保護者等事前に調整して情報共有していただくことが

重要です。 

【委員】 医師の立場化から、アレルギー症状が出た場合、時間がたてばたつほど死亡する確

率が上がるので、必ず躊躇なくエピペンを使用して下さい。みなさんで協力して行

ってください。 



【委員長】 他にご意見ありますか。 

以上で議題はすべて終了いたしました。皆様方のご協力に感謝いたします。 

ここから先は事務局にお返しします。 

【事務局】 令和 6 年度の当委員会ですが、毎年 1～2 月初旬に行っておりましたが、マニュ

アル等改定を行っていくのに、6 月下旬から 7 月上旬に行い、9 月の様式を渡すタ

イミングがいいと思いますのでよろしいでしょうか。 

【委員】 《全員異議なし》 

【事務局】 他に意見ありますか。 

【委員】 アトピーと卵アレルギーの関係性についてお話します。 

卵アレルギーに関しましてアトピー性の湿疹に大きく関与していることがわかっ

てきています。生後 2～3 か月の乳児に、ステロイドの軟膏を全身に塗布した場合 

発生率が低くなるそうです。なので、アトピー性皮膚炎のお子様にはステロイド軟

膏の対応をお勧めします。 

【事務局】 その他意見ありますでしょうか。 

なければ、これを持ちまして令和 5 年度あま市給食における食物アレルギー対応委

員会を終了させていただきます。ありがとうございました。 

                       【閉会時刻：午後 2時 25 分】 

 


